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全校朝礼より（11 月 17 日） 

全校生徒の皆さん。おはようございます。 

１１月を迎え、半ばを過ぎました。2023 年もあと 1 か月余りとなりました。先月から今

月上旬にかけて、連合体育大会、I 組マラソン大会、連合演劇発表会、連合音楽会、I 組連

合宿泊学習、と町田市内の中学校による連合行事が続きました。その全ての連合行事に、つ

くし野中学校の皆さんが参加しており、大活躍する姿を、応援できる幸せを改めて感じたと

ころです。出場、出演した皆さんはもちろんのこと、運営を支えてくれたスタッフの皆さん

にも、心から御礼申し上げます。お疲れ様でした。 

さて、今日は、湯浅正太さんの書いた「みんなとおなじくできないよ」という本から、少

しお話をしたいと思います。 

この本の主な登場人物は 2 人です。それは、「僕と弟」です。僕（お兄さん）は、弟のこ

とが大好きで、いとおしく思っています。でも、日頃の弟の言動や、いつも自分に寄ってく

ること、また動作が遅かったり、同じ失敗を繰り返す弟のことを、好きではあるけれど、ち

ょっぴり鬱陶しく思うこともある毎日を過ごしていました。 

ある日の下校途中のことです。弟が同学年の子たちに追いかけられて、ジャングルジムの

中に逃げ込んでいる様子を、お兄さんは目にします。お兄さんは、ランドセルを投げ捨てて、

一目散に弟の元へと走り寄ります。弟もお兄さんが助けに来てくれたのを見て、お兄さんに

しがみつきます。ここからは、原文を紹介します。 

「僕はとっさに駆け寄った。僕を見つけた弟も必死に僕に駆け寄った。黙ったまま僕の服

をちっちゃい手で、ぎゅっとした。僕のお腹におでこを押し当てたまま、弟はこう言った。 

おにいちゃん。みんなとおなじく出来ないよ。弟の言葉、弟の震える肩、僕の知らなかった弟

が、そこにいた。」 

弟は、毎日を笑顔で過ごすその心の中で、自分が友達と同じように出来ないことが多いこと

を、人知れず悩んでいたのです。 

その夜、布団の中で、お兄さんは一人涙を流しながら、こう言いました。 

「僕は全然知らなかった、わかってやれていなかったんだ。悔し涙が溢れ出た。弟のことを

もっとわかりたい、それは宿題よりも、友達と遊ぶことよりも、今の僕にとって大事なこと」 

そして、その日以来、このお兄さんは、今まで少し鬱陶しいと感じていた弟の言動が、理解

できるようになってきたのです。 

お天気の良いある日、兄と弟は一緒にサッカーボールをもって、公園に遊びに行きます。こ



フェスタ 48  

こからは原文です。 

「弟の姿に目を凝らし、心に手を当てたら、僕が知らなかったいろんな弟に気がついた。僕

はだんだん弟のことがわかってきた。僕ん中が、温かくなってきた。」 

そして、上手にサッカーボールを蹴ることが出来なかった弟が最後に、「おにいちゃん。み

んなとおなじくできないよ」と再び言います。それに答えて、おにいちゃんは、「おなじくな

くていいんだよ。」と弟と手をつなぎながら、笑顔で見つめ合って、この物語は終わります。 

私は読み終わった後に、目頭が熱くなりました。人が人を理解することの尊さ、難しさも

感じましたし、自分のことをわかってもらえた時、また、互いにわかりあえた時の安堵感

等々、色々なことを、この兄弟の物語から感じることが出来ました。 

いつもの繰り返しになりますが、今、国内外を問わず、この兄弟のような気持ちをお互いも

ったら・・と思う状況が起こっています。 

皆さんにとっての一日の主な社会活動は、つくし野中学校です。どうか、これから私たち大

人も皆さん中学生も、年齢や立場の垣根を越えて、互いを認め理解し合いながら、このつく

し野中学校という社会を、住みよいものにするための努力を続けていきましょう。その積み

重ねが今、国内外で起こっている悲しい現実を変えていくことに、つながるのだと思います。

これで、お話を終わります。 

 

連合宿泊学習          

 

11 月 9 日（木）10 日（金）の 1 泊 2 日で 

実施された I 組の連合宿泊学習。今回は、静 

岡方面に向かいました。天候に恵まれた伊 

東マリンタウンでは、ゆーみんフック号に 

乗船して、相模湾の景色やカモメ、また水 

中を泳ぐ魚たちを真近に見たりと大興奮で 

した。また、次の目的地スカイウォークで 

は、日本一の吊り橋を渡り、360°の絶景を 

楽しみました。宿舎では、同行した南中学 

校、成瀬台中学校の仲間とレクリエーショ 

ンを通じて、交流を深めることが出来まし 

た。翌日は、あいにくの雨でしたが、伊豆 

アニマルキングダムでの動物とのふれあい 

や、美味しいサファリカレーライスを楽しみ 

お土産と思い出をいっぱいに詰め込んで、学 

校に戻りました。帰りの車中では、DVD に 

大笑いしながら、全員健康に宿泊学習を終え 

ることが出来ました。お疲れ様でした。 

 



 

10 月 28 日（土）好天に恵まれて、フェスタ 48 

が行われました。今年は、演劇部、吹奏楽部に 

加えて、1 年生女子による有志演奏や、教職員 

バンドも参加団体となり、舞台を充実させてく 

れました。また、会場の体育館内外には、美術 

部の作品も数多く展示され、ハロウィンの雰囲 

気を盛り上げてくれました。 

また、忙しい中司会を引き受けていただきまし 

た、1 年生の河口さんの素晴らしい司会進行も 

あり、当日は楽しいひとときとなりました。 

そして、この会の企画及び当日の運営に携わっ 

ていただきましたフェスタ委員会の皆様をはじ 

め、PTA 本部役員の皆様、父親の会の皆様には、 

この場をお借りいたしまして、心より御礼申し 

上げます。 

今後も学校と地域を結ぶ架け橋そして、このフ 

ェスタが、継続、発展していくことを願いなが 

ら、次年度以降の内容につきましても、検討を 

続けてまいりたいと思います。ありがとうござ 

いました。 

 

 

 

 11 月 7 日（火）町田市民ホールでの連合   10 月 31 日（火）ギオンスタジアムで 

 音楽会、市内中学校 20 校が集っての開催  行われた連合体育大会。本校の代表選手 

 となりました。本校は、合唱祭グランプ   が、大活躍してくれました。スタート前   

 リクラスの 3 年 E 組の皆さんが「走る川」  の緊張感のある表情、競技中の一心不乱 

 を発表してくれました。合唱祭以降の少   に打ち込む姿、終わった後の晴れやかな 

 ない練習時間でしたが、大変立派な、心   笑顔。その全てに、連合体育大会の意義 

 のこもった合唱を披露してくれました。   を感じることが出来ました。また、スタ 

 つく中の代表として胸を張れる合唱を聴   ッフとして大会を支えてくれた皆さんの 

 かせてく                 姿勢が、 

 れた E 組                 大変素晴 

 の皆さん                 しかった 

 お疲れ様                 です。 

 でした。 

 

連合音楽会 

頑張るつく中生 

連合体育大会 



12、１月の行事予定 

 

 

 

サッカー部 

東京都中学校サッカー新人大会 第七支部代表 

※この結果により、都大会出場が決定しました。 

演劇部 

町田市連合演劇発表会 

作品名「TWO」を上演し、成績優秀につき、表彰状を授与されました。 

卓球部 

大塚 柚葵 第 66 回市民体育祭 C リーグ準優勝 

陸上部 

第 76 回東京都中学校支部対抗陸上競技選手権大会 

上田 優香 女子 3 年 走幅跳   第 7 位 ５ｍ０８ 

押田 心寧 女子 3 年 走高跳   第 2 位 １ｍ５０ 

西大 奏良 男子 1 年 １００ｍH 第 4 位 １６秒１１ 

 

 

 

１２月 １日（金）教育相談始（全学年） 

４日（月）全校朝礼 安全指導 

８日（金）教育相談終（全学年）学習発表会（I 組） 

１１日（月）午前授業（全学年）移動教室保護者説明会（1 年生）14：30～ 

１２日（火）午前授業（全学年）心のアンケート 

１５日（金）午前授業（３年生）入試相談 

１７日（日）英語スピーキングテスト予備日（３年生） 

１８日（月）中学校説明会 

１９日（火）避難訓練 

２２日（金）学年集会、大掃除 

２５日（月）終業式 

２６日（火）冬季休業始 

１月  ９日（火）始業式 

１３日（土）学校公開日 

１６日（火）移動教室始（１年生） 

１８日（木）移動教室終（１年生） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


